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PISA調査で示されているように，実生活の様々なj訪問で直罰する課題に活用できる読解力を
育成するために，国語教育においてテキストを利用したり，テキストに基づいて根拠を l~j1í在にし
ながら自分の意見を論じたりする学習が求められている(文部科学省， 2004)。そのため，
20年版国語科の学習指導要領では，論理的に思考し表現する能力が重視されるようになり，平成
28年版の国語科教科書において，意見文なととの論理的作文教材(l)が積駆的に取り扱われている。
一方，中留における語文科(2)においても， I議論文jという文種の学習 そしてそれにかかわる
という，論理的に自分の考えを述べる表現の手法に関する練習が重要視されている。 2011
年版「全司制義務教育詩文課程標準J(:l)では，根拠に基づし 1た明時な観点を含んだ議論性文章を書
くことが，中学段階の教育内容として設定されている。
日本と中!習はともに漢字文化圏の国である。 歴史，文化，教育i!lj)支などの面において共通点が
ある一方，作文教育の方針に相違点が見られる。言語活動を重視し，課題をこなすことを通じて
作文を完成させる日本と違い，中国は個々の作文技法(例えば議論する観点を立てること，根拠
をJI買序員く並べること)の訓練に重点を置き，そのための話題設定に力を入れている。
そこで本稿は，日中両国の現行の中学校国語科教科書をlTx.り上げ，論理的作文教材がどのよう
に扱われているのかを調査した。両留の作文教材を比較し作文指導の相違点を知ることによっ
て，今後の論理的作文教材のあり方について検討する際に，本稿は資料として活用することがで
きると考えられる。
2.調査対象
2.1 調査対象の教科書
取り上げた日本の教科書は光村図書(以下，光村と省略する)，教育出版(以 1"，教1¥)，東京
書籍(以下，東書)，学校図書(以下，学図)，三省堂(以下，三省)が発行している，平成28年
版の国語科教科書である。
i宇田の教科書二も検定詰uを取っており，現在，検定を通過した仁ド学校詩文科教科書aは八つ存在し
ている。本資料は，その中でも採択率が比較的高い人民教育出版社(以下，人教版と省略する)， 
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江蘇教育出版社(以下，蘇教版)，詩文出版社(t_:J、F，詩文版)と北京師範大学出版社(以下，北
部I大版)が発行している教科書を取り上げた。 2001年版「全日制義務教育語文課程標準jに従い
編集された教科書は四社分あるが 2011年版課程標準が公表されてから教科書の改訂を完成した
のは現在人民教育出版社一社分だけである。そのため，今回は， 2001年版人教版，蘇教H友，
}坂，北師大版教科書と， 2013年版人教版教科書を誠査対象とした。
2鍋2 調査対象の領域
問国の教科書から， 1-文章表現の学習Jを意図している教材を調査した。
具体的には，日本の教科書に関しては， I書くこと j 領域の教材および関連の教材(教科書の I~コ
に「害くことJの教材との関係が明示されているもの)，付録や資料の中に「書くことJの領域に
られているものを調査した。
一方，中国の教科書における「文章表現の学習jを意図している教材には，作文教材のほか，
「総合性学習J(4)教科ーがある。そのため，文章表現学習を独立させず，総合性学習の一環として位
置づけさせる教科書もあれば，両方とも別々の独立した教材を編集している教科書Aもある。五種
類の教科書における，文章表現学習にかかわる教材領域は以下の通りである。
2001年版:
人数J~友: 1-総合性学習」
北師大版: I総合性学習」
蘇教j坂: I写作(5)J+ I語文実践活動J+ I文章修正の訓練」十「主題活動j
語文版: I総合性学習一主題探求学習J+ I写作」
2013年版:
人教版: I総合性学習」十「写作j
本資料は，中国の教科書における上記のすべての領域を調査領域とした。
2.3 教材抽出の基準
日本の教材については， r中学校学習指導要領解説国誌編.](2008)の中で，中学二年生「書く
ことjの言語活動例に示されている「イ多様な考えができる事柄について 立場を決めて意見を
述べる文章を書く言語活動」に当てはまる教材を抽出した。意見文教材および意見文関連の練習
教材が多いが，自分の考えを述べさせる新聞記事や小論文などの教材もある。
中国の教材については， 2011年版課程標準の中で学習の目標として要求されている「議論性文
に当てはまる教材を抽出した。ただし，中国の教科書において，技法を中心とした教材や総
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合性学習のような文章の撞類，形式に言及していない教材が多し'0そのため， a. r議論文」を
くことを明示している， b.明確に観点・主張(感想ではない)を述べることを要求している
C.考えを支持するために根拠を上げることを要求している，のいずれかの条件を満たしている教
材を抽出した。
3.調査した観点および基準
上記した目的を達成するため，以下の課題を設定した。
課題 I 論理的な作文学習について，両国の教科書は何を意図していくつの教材を何学年に配
置しているのか。
課題E 課題 Iの文章学習について，具体的に文章の何が教えられているのか。
課題目 課題Eの内容はどのように教えられているのか。
これらの課題に応じて，調査した内容は以下の通りである 0
・教材の配置学年，学習内容などの概要
.学習する文章の様式と内容
-書くプロセスにおける各段階の指導
以上の内容に応じて さらに細かく調査する観点を設定した。
まずは課題 Iについて，すべての教科書から抽出した教材の概要，つまり①学年-巻，②教材
名，③ページ数，①学習自標・ねらい/学習内容，をまとめた。調査結果は表 1にまとめた。
「④学習目標・ねらい/学習内容」について，日本の教科書において， 目標ではなく，教材
説明のところに作文教材との関連性が示されている教材がある。これらの補足的な教材には， x 
を記入したうえ， ( )の中で教科書の教材説明を書いた。中国の教科書においては，全ての教材
に学習EI擦が書かれているわけではない。そのため 稿者が読み取った教材の主題を記入した。
なお，一つの教材に複数の作文課題があることがあるため，教材数と課題数は必ずしも一致して
いるわけではない。
そして，課題立と田を明らかにするために，清道 (2013)が臼本の「書くことJの教材を心理
的プロセスの視点から分析するときに提示した， rフ。ランニング(テーマ・材料・構成人
推戴，交流」というプロセスを参考にして，書くことの各段階を設定した。さらに四段階の中に，
本研究の目的に照らして 特にプランニングについては稿者は縮かく調査項目を設けた。
そこで，プランニング，記述，推取，交流という四つ段階において，調査項呂としては，プラ
ンニング(⑤文章の種類，⑤課題の範囲，⑦テーマの題材，③課題の内容，①書く課題提示の仕
方，⑫テーマに関する指導，。模範文の有無，⑫材料の内容，⑬取材に関する指導，⑬文章の構
成，③構成に関する指導入記述(⑮記述に関する指導入推蔽(⑫推誠に関する指導入交流(⑬
書くまでの交流に関する指導，⑮書いた後の交流に関する指導入を設定した。調査結果は表2に
まとめた。
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この後，それぞれの課題に関して必要となる説明を
立にかかわる項目は⑦①⑦③①⑪⑬⑫⑪で，言及している場合は内容を記入し，言及して
いない場合は×を記入した。
「①文章の種類jについて，教材の仁|コ されている文章の種類，あるいは課題要求として提
示されている文章の種類を記入した。
「⑤課題の範図jについて，話題が限定されているかどうか調査した。話題が明慌であり，
の仁1]の複数の立場から一つを決めさせ， を述べさせる場合は0，生徒に自分で話題を見つけ
させる場合は×と記入した。この項目は表2にお¥;、て， 1話題限定」にした。
「⑦テーマの題材Jについて，話題を生活，社会，読書関係の三種類に設定した。他人の言説，
理論，あるいはテクストに対して自分の考えを述べるときの題材は「読書関係jとした。課題要
求から明確に題材を判断することができない場合，一つの課題に複数の題材領域を記入した。
「③課題の内容」について，それぞれの教材が学習目標・ねらいを達成するために設定した学習
諜題の内容を訴査した。ただし，書く課題以外にも， -文章表現力を育てるための読み比べといっ
た内容が考えられる。このような活動も調査対象とした。
「①書く課題提示の仕方jについて，書く課題が提示されている教材において，最終的に 1可を
書くかjという，生徒に書かせる文章の内容がどのように示されているかを調査した。材-iG↓に応
じて書かせる場合は材料の種類を記入し ただ「文章を書いてくださしづと指示した場合は
く教示Jと記入した。
|⑪模範文の有無」について，ある場合は0，ない場合は×で表記した。
「⑫材料の内容Jについて，意見を支える材料である根拠の類型を調査した。模範文がある場合
は模範文で挙げられた根拠を調査した。根拠は大きく「事実」と「推論」の二種類に分けた。「事
については，自分の生活経験から挙げた根拠は「経験」 調査活動を行い 調査したデータや
事例は「資料jとした。事実ではなく，他人の言説，理論，ある Viは課題が提供している材料を
用い，分析し推論する場合の根拠は「推論」とした。ほかの説明がなく，ただ川長拠を上げてく
ださいjと指示した場合は「教示だけjと記入し，それすら要求していない場合は f言及なしj
と記入した。この項目は表2において， 1根拠の類型jとして提示した。
「⑪文章の構成jについて，模範文がある場合は模範文の様式を記入した。三段構成は「序論，
本論，結論jという構成で，ほかの説明がない限り， 1結論→事例・説明→結論J構成は「双括J
21!とし， 1問題提起→事例・説明→結論J構成は「尾括J型とした。日本のすべての教材には模範
文が載っている(三省堂10番教材には模範文が二つ載っている)ことに対し，中国の教材には模
範文がほとんどない。課題要求のところ，様式について何も言及していない場合は「言及なしj
と記入した。「議論文jや[議論性文章」などの文種に言及した場合，これらの文種が成立するの
に論点，論拠，論証Jという三つの要素が要求される。このことはある程度で様式に関わって
いると考えられるため，構成の箇所に文種を記入した。この項目は表2において， 1-文章の型」と
して提示した。
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課題Eに関する指導ーの項目は⑬⑬⑬⑮⑫⑬⑬である。これらの項目の分析は，清道 (2013，pp. 
139~ 14-0.)が提示した分析の枠組みを用¥;>る。
「⑬テーマに関する指導j，つまり書き始める前に何を主題として書くか考えることについて
(a) 具体的な活動(話し合う，思いつくだけメモする，等)や考える観点が示されている， (b) 
複数のテーマ例が示されている， (c)具体的活動 ・観点とテーマ例がともに示されている， (d) 
「テーマを考えようJという教示だけであるか，テーマ選びに関する言及がない，という 4段階で
評価し a段階はg，b段階は0，c段階はム， d段階は×と記入した。
「⑬取材に関する指導J，つまり書くための材料を集めることについて， (a)具体的な活動(調
べる，話し合う，等)や材料集めの観点が示されている， (b)集めた材料のメモ例やカード例が
示されている， (c) 具体的な活動・観点とメモ・カードがともに示されている，(d) r材料を集
めよう jという教示だけであるか，材料集めに関する言及がない，という 4段階で評価し a段
階はg，b段階は0，c段階はム， d段階は×と記入 した。
「⑬構成に関する指導j，つまり材料をどのように組み立てるかを考えることについて， (a) 具
体的な活動(カードを並び替える，話し合う，等)が示されている， (b)構成例が示されている，
(c) 具体的な活動と構成例がともに示されている， (d) I構成を考えようJという教示だけであ
るか，構成に関する言及がない，という 4段階で評価し， a段階はg，b段階は0，c段階はム，
d段階は×と記入した。
「⑮記述に関する指導j，つまり実際に書く上での表現の仕方や書き方について，(a)具体的な
注意点が示されている (b) r工夫しようJ， i分かりやすく書こう j等の抽象的な教示だけであ
る， (c) i書こうJという教示だけであるか，記述に関する言及がない，という 3段階で評価し，
a段階は0，b段階はム c段階は×と記入した。
「⑪推蔽に関する指導J，つまり文章を書いた後に見直することについて， (a)具体的な観点が
設定されている， (b) I見直そう j，r推敵しようj等の教示だけである， (C) 1防長に関する言及
がない，という 3段階で評価し， a段階は0，b段階はム c段階は×と記入した。
f⑮書いた後の交流に関する指導J， つまり書き上げた文章を使った交流活動や相互許制liを行う
ことについて， (a)具体的な評価基準や感想例が示されている， (b) r読み合おうJ等の教示だけ
である， (c)交流に関する言及がない，という3段階で評価し， a段階は0，b 段階はム， c段階
は×と記入した。ただし，本資料は文章を書くために行われた交流活動，つまり書くまでの交流
も考察の対象とするため， i⑬書くまでの交流に関する指導」という項目も設けた。この項目につい
て， (a)具体的な観点が設定されている， (b) I意見交換しようj等の教示だけである， (c)交
流に関する言及がな川という 3段階で評価し， a段階は0，b段階はム， c段階は×と記入した。
なお，教材に書く課題がない場合，調査できない項目は空欄にした。
4.調査結果
調査の結果は以下の通りである。
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し
C
，
!J
分
。
〕
考
え
を
広
げ
る
。
3
 
10
，命
里
J!
の
股
仰
を
工
夫
し
て
説
得
力
を
持
た
せ
る
-
1
(I 
11
1m
布月
Hの
@
Il
f!ペ
サ
li
Hの
{士
)1
を
工
夫
し
て
，
説
l¥
+)
J
の
あ
る
文
章
を
君
子
く
。
小
論
文
12)
誌
干
し
、
た
文
章
を
あ
/{.:
7-r
).s
し
語句
の(
だ(
，、
J)
，
構
成
引
j刊
の
仕
方
な
ど
に
法
意
し
て
文
京
全
体
を
終
え
る
。
Jl[
芸子
1
 
1L
tl対
処
を
Iljl
ii在
に
し
て
書
こ
う
"
 
111
説
得
力
の
あ
る
j
H
l処
を~
~'
え，
村主
拠を
}列
r<<11
に
示
し
て
i当
分
の
彦
見
を
書
く
。
11
28
 
(21
務
L
、
た
文
;
煎
を
い
lこ
Me
Ji
-
合
い
a
恨
J処
の
lijj
f
，
I
!
:
さ
や
説
得
力
な
ど
を
係
:
か
め
合
7
。
2
 
12
反
対
意
見
を
恕
定
し
日
て
後
こ
う
6
 
111
自
分
の
;L
場
合
i列
慨
に
し
て
わ
か
り
や
寸
し
、
li付
文
で
意
見
文
を
浅
く
。
121
:¥
主
兄
が
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
恨
J処
を
具
体
的
に
記
述
し
た
り
，
ほ
か
の
す
場
へ
の
反
論
全
般
り
仏
ん
だ
り
す
る
。
光
村
2
 
13
お11
智
X
 
11
28
 
一
見
文
の
説
得
力
を
考
え
る
14
，
 H-U
処
合
Iljj
石m
に
し
て
意
見
を
書
こ
う
怠
見
文
を
4
 
111
社
会
ヨ
ili
の'
11
か
ら
銀
短
を
決
め
v
て
情
報
を
集
め
I~
分
の
意
見
を
持
つ
。
滋
く
12i
l当
分
。
〕
窓
児
と
そ
の
m
J処
を
ゆ
]
絡
に
し
て
?
文
京
f品
，，
1(
';
;:
工夫
して
おく
り
:3 
15
練
習
〉く
に
お
け
る
↓ ?
?
?
?
? ?
表
l
?
?
?
?
扱
絞
し
て
文
Ni:.
を
終
え
る
中
国
学
習
内
容
人数
)i
T'
:
七
下
i
自
分
の
1m..
'戸、
を
jLG
べ
よ
う
.) 、
(1)
物
事
に
関
す
る
i当
分
の
怠
兇
を
持
つ
。
(2)
~型
i主
tl自"1
写
を
主
と
し
た
文
扮
:
の
中
で
，
自
分
の
考
え
を
))11
ぇ
，
J&
論
と
い
う
手
法
を
練
習
す
る
。
20
13
 
)1.
1ご
2
 n週
刊ど
岩'
J.
iili
1
 
文
iW
を;
t}
;
く
と
き
slil
性
会
災
す
よ
う
阜
IJij
fr
t
'
J
の
あ
る
内
容
や
形
式
を
工
夫
す
る
。
人
数
版
八
J二
3
世
界
は
い
つ
平
和
に
な
れ
る
だ
ろ
う
(1
)資
料
収
wーを
iill
じ
て
，
社
会
問
題
に
!ヨ
を
l古
]け
，
平
和
J;t
g識
を
育
て
る
。
20
01
 
(2)
活
動
に
お
い
て
総
合
的
に
読
み
お
き
，
1m
き
話
す
能
力
を
運
用
す
る
。
4
デ
ィ
ベ
ー
ト
し
よ
う
川
デ
イ
ヘ
ー
卜
を
行
う
こ
と
で
資
料
を
集
め
。
自
分
の
観
点
を
は
っ
き
り
と
発
公
す
る
。
(2)
ヂ
イ
ベ
ー
ト
を
iむ
じ
物
事
を
正
皮
肉
IIII
か
ら
待
え
る
思
考
j]
を
147
亡
l当
分
の
窓
兇
を
述
べ
る
文
氏
そ
:
長
く
と
き
ill!
Hl
十
る。
5
資
料
の
ml
/)
Ij
J
 
内
(J
)資
料
の
保々
な
!
.
!
1
め
方
を
学
ぶ
。
(2)
学
ん
だ
も
の
を
遊
間
し
て
資
料
を
!
.
!
1め
，
文
台
tで
ま
と
め
る勾
九
j二
6
お
金
.
W
に
で
も
共
通
す
る
話
題
3
 
(}
)
お
金
に
対
寸
る
持
つ
べ
き
の
態
度
を
考
え
る
。
(2
)13
分
の
立
場
を
決
め
，
意
見
を
述
べ
る
文
章
を
お
く。
)L
下
I.
 
f1..
が
X1
1っ
て
い
る
孔
子
と
定
子
3
 
(1
m子
と
示
干
ー
に
つ
い
て
の
11)
1併
を
深
め
る
，
(2
)J
J!
.(
¥:
で古
代
の
思
想
に
つ
い
て
考
え
i当
分
の
liM
!~;.
を
文
釈
で
お
く
。
務
教
l坂
八
下
8，
簡
単
な
議
論
文
を
お
く
-、〉
議
論
文
の
特
徴
を
t1J
り，
';~
~，命
5(
の訟
。さ
)j
を学
ぶ。
20
01
 
九
1:
9
総
合
学
留
と
I5そ
う'1:
;;'f;
.Ji
単
元
×
 
)L
下
10
総
合
学
習
と
探
究
第
四
tii
元
。
×
 
話
文
!仮
J
Uニ
II 
議
論
文
を
議
く
議
論
文
;
を
i
Y:く
c
20
01
 
J2
総
合
性
学
iヨー
ヨー
泌
探
求
学
習
15
 
(1
)新
聞記
.\
j~
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
J寸
に
つ
い
て
探
求
し
ftl!
鮮
を
め
る。
新
聞
記
司
王
(2)
メ
デ
ィ
ア
jこ
の
情
報
に
つ
い
て
自
分
で
，
!
，
J)
I
街
し
，
考
え
た
こ
と
を
文
ぷ
で
お
く
。
)L
J二
13
 
本
一
議
あ
る
事
件
，
あ
る
い
は
社
会
現
象
(
1
決
定
な
し
)
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
。
ト
i
総
合
性
学
習
一
主
題
探
求
学
i
l
l
'
i
 
守
(1)
.1
ijl
お
に
つ
い
て
制
査
し
，
耳
H角
平
を
深
め
る
。
jl¥
l話
(2)
制
交
し
た
も
の
を
文
章
で
ま
と
め
る
。
:11:.白
li
大
j恨
八
Jこ
15
思想
、
の
美
6
 
(1
))
当
分
の
鋭
点
を
持
つ
富
安
性
を
i.j)
る。
(2)
r減
給
j
と
い
う
手
法
を
月
}
い
x
むを
で
I~I
分
の
総
点
を
j主
ベる
。
20
01
 
八
下
16
険
忽
4
 
4:i
J，it
!:を
働
か
せ
，
lÌiî
l~
さを
表
現
で
き
る
よ
う
，
生
活
を
j渓
り
返
り
，
文
章
で
l当
分の
tZ
児を
述べ
る。
1
 
I
沼!
慾
3
 
(1)
う
ま
く
他
人
を
説
得
す
る
方
法
を
学
ぶ
。
(2)
学
ん
だ
も
の
を
運
用
し
文
慣
を
お
Lき
デ
ィ
ベ
ー
ト
ナ
る
つ
九一
iご
18.
 rr
命
題
と
総
I，~
日
議
論
的
文
章
に
お
け
る
論
題
と
総
点
の
i
11
Pl
l生
を
知
lり
よ
く
気
を
{
づ
け
て
)
c
艇
を
府
く。
19
.
 ~lE
lij
jと
j又
Z品
/
 
(1)
~11l
リ!
と反
徐
と
い
う
論
却
の
方
法
会
学
ぶ
。
(2)
~íl
町!
と反
論を
J!
Iい
。
文民
tを
お
く
。
フー
も
課
題
の
門
谷
窓
見
を
J守
つ
と
さ
v
い
ろ
い
ろ
な
悦
~!，~
j)
、ら
分析
，事
与望
して
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
に
J
丸
、
て
考
え
る
。
自
分
て
世
鼠
オ
を
児
つ
け
，
意
:li
l.
文を
浅く
。
日
中
表
2
ム
三
j訓
持
成
(
双
j，f;)
。 ム
三
段
構
成
(
双
j
M
三
f見
I持
1&
(双
t"5)
チ
キ
ス
ト
の
学
習
の
手
引
き
と
し
て
の
苦
手
く
教
示
会
11，
告示
する
。
問
コ
マ
後
翻
を
二
つ
提
示
す
る
。
①
「
日
i友
吉三
íi~討
につ
し、
て，
立見
文を
務く
。
②
を
見
文ー
を
t炉
子
あ
う
o
!1
澗な
どか
ら
â~泌
を凡-
--:
:O
lj
，自
分の
考え
をと
持ち
，
j役
者
己
司I
を
怒
く
。
a
:
:
戸
予
キ
ス
ト
の
作
者
の
ョ
ヨ
l主こ
弁
j寸
る
惹
よ
L文
を
く
。
②
文
を
rdr
lf.
Jt)
う。
凶
コ
マ
i漫
i函
から
R~!
題を
見'
つ
í-J
，意
見文
を捻
く。
生
活
tl.
ノ
ふ
会
_J_
L，
コメ
ド
i
コニ
"
口
J
し
彩
I)¥J
係
生
活
，
討
ぷ〉
、 ?士
会
1
統
。 。
意
見
文
lぽ
見
文
孝弘サ
1
1包
8
X
 。
おn
JH
2己司
王
意
見
文
?
? ?
?
?
?
三
段
構
成
(
)
訓
九
n
央
ド
ヨミ
ii'
i，1
'J:
乙語、 三二 生
活
，
社
ι企
h
。
意決
ム
三
引
持
成
日百
提f
lí%
記
→
主
1J~
.意
見
→
意
見
の
!
時
氾
)
二
段
1Þ~
1戎
(体
験一
;意
見
)
図
表
を
提
示
す
る
。
図
災
か
ら
討
グ
メ
i校
っ
た
Rqb
担を
意見
文[
こ言
降、
く。
。
窓
見
文
f¥
 
}
 心
三
役
十
持
成
(
双
焔
?
反
論
会
め
)
①
三
j友
情
成
(
Js
J舌
)
②
間
段
階
1;'
((
起
j'I¥
qij;
グノ
レー
フー
1!;i
ti
J
で
テー
マ
に
つ
い
て
デ
イ
ス
カ
γ
ンヨ
ン寸
一る
。
，1lIl
¥ll
iJ
ど
と
メ
モ
W'J
を
提
示
す
る
。
参
考
子
き
る
他
人
の
言
説
と
メ
モ{
日
jを
提
示
す
る
。
自)
]'
て凶
日吉
;'
':
1:
1;1
70)
中
か
ら
桜
堤
百
を
が
と
め
，
IHl
v、
と主
til古
に
上
っ
て
，
!~5
jの
考え
なま
とめ
，行
~J
i!
i-
19協
に
し
て
死
文
を
得
/
 
¥
。 防
災
学
切
に
I¥!
;J
-:
!る
税収
i文
を
13f.
Jj-.，
そ
の
i勾
にJ
ji
;-
-づ
いて
t:
lwt
文
を
書
く
。
友
情
に
つ
い
て
，
白う
れ〉
考え
をま
とめ
，
f斜1
j~
の房
副lf
1-'
(巧1
m
0河
上方
を工
夫し
て。
Z見
{~
}力
のあ
る文
章:
を者
詳し
生
1;17 舌
ヨ
;< 。 。
意
見
文
主
'jj討
;
小品
}文
10
 
?
?
?
?
?
?
?
物
約
，
f科
会を
1J~
示す
る。
テ
ー
ず
例
を
舵
，
iで
す
る
。
物
:H
計
弘
、
さ
Zコ
し川
司首
会を
i玄
び
に
有
択
一
L
そ
の
湾
独
を
意
見え
で'
JZ
sベ
る。
様々
なf
lJ
聞
に
項
対
立
)
iこ
っ
し
て
削
士
の
llJ
JJi
を
決
め
反
論
を
惣
よ
Eし
な
が
ら
;
意
見
文
を
察
く
。
二
つ
の
意
見
文
G跡
的
制
:
ra
相手
っ
し
、
て
)
を
統
み
I仁
べ
，
樹
即
コ
ヨ
ミ
し
が
乙
つ
し
て
考
え
る
。
環
境
tlll
lWJi
こ
つ
い
て
偽
十
fi>:i
Jl
ミめ，
意
見
文
を
搭
く
。
11 12
 
東君
事
l也
8 7t
H 
t協
品，
Vili
X.ペ司
!λi
ま;
[こ
かか
わ
る
点
lこ
古
見
し
て，
.:l:1
J~が
i明日
111に
伝
わ
る
よ
う
に
文
章
を
絵
え
る
。
討i
怒
関
係
?
?
?
?
?
?
?
ム 。
>:
 
>: 
言
及
な
し
言
及
な
し
×
 
×
 
耳r
:!)i:
(
経
験
)
言
及
な
し
。 。
辺
、
く
教
示
だ
け
を
能
示
寸
る
。
勲
一
く
教
示
だ
け
を
提
示
す
る
。
テキ
スト
ペキ
~ý
!-O
)訪
日書
ーか
ら紡
;t
やf
品íf
!4
)段
落
を
制
IlJj
し，
l当
分か
?ゐ
I;<l
l~っ
た
総
t伝を
まを
す文
を帯
く。
興~
;の
ある
ニュ
ー
ス
を
つ
ìN
び
，
事
íq・
d球
主i
!i
ÌJ
をf
fC
.述
し自
分
の
11[
収を
i主
ベる
。
身
近
に
あ
っ
た
向]
象に
残っ
た?
ある
しヰ
立l
èJ'~
'・
を起
こ
し
た
事
件
を
言
E述
し
，
考
え
を
述
べ
る。
l組
!
だ
と
}
s
:... i
つ
れ
て
し、
る
名
言
を
ほ
カ
ザ
)
!
J
日
か
ら
粧
品
し
.
自
ー ? ?? ?
。
>: 
;当
2え
な
し
×
 
事
実
u王
験
)
。
君
主
く
教
示
だ
け
を
慌
ij
';
寸る
。
>;
 
X
 
>: X
 
;義
;命
文
言
及
な
し
X
 
X
 
教
示
だ
け
言
及
な
し
。 X 
君
子
く
教
示
だ
け
全
保
有
て
す
る。
活
動
を
行
い
。
1!.
fく
教
示
を
提
示
す
る
。
銃器
日¥
]{
系
社
会
X
 。
議
論
文
ぞv x
 
人
物
i在
2∞
l
 
ム X
 
、F ， x
 
言
及
な
し
言
及
な
し
×
 
X
 
言
及
な
し
事
実
(
資
料
)
。 。
l~i
世VJ
を
1T
い
，
お
く
教
示
を
提
示
す
る
。
活
動
を
行
い
，
喜
子
く
教
示
を
j提
示
す
る
。
。
小
論
文
生
活
，
tJ:
h
、
。
〉く
日
X
 
社
会
お
剣
こ
iね
する
~íiお
(
た
と
え
ば
儲
け
た
お
長
初
段
て
'
人
が
jiX.
J)J
テ
ー
マ
伊
lを
提
示
ヒ
ず
る
。
。
x
 事
実
(帝
王彫
り
/
 
言
及
な
し
¥〆、
ム
X
 
01
 
/
 
して
いる
かど
うか
を判
灼r
-4
~る
)刀
パシ
ーっ
そ
i]Í
む:
自う
?の
自
税
収
を
述
へ
る
文
書
Lを
主主
く。
I
 
繍
魚
文
。
ガ'
cR
HU
H系
集
め
た
孔
手
と
i};
;_:
_!-
O:
資
料
と
彼
ら
の
思
想
Jこ
|
弘
行
る
泌
総
を
活
動
を
fj-
い
く
教
示
を
告
と
、
。
X
 
言
及
1I
し
〉
議
総
文
X
 
ム
X
 
。
×
Eお
ま
え
，
二
人
町
二
1釘
J":
'一
文
を
i玄
んで
うf
イ
ト
，
~
に
し
議
す
る
白
論
文
を
若
手
く
。
4ね
号
ot長
8
 
議
?
命
文
。
!
現
伝
も
っ
と
も
1;~-
Ui~
ず
べ
き
伝
統
的
な
美
総
l;
Jf
ii
Jだ
と思
う
く
年
灼
ミ
だ
け
を
挺
i~
ずる
。
。
×
 
教
示
だ
け
>< 
議
論
文
;
×
 
。
、ノヘ
ノ
/1
 
>
 
2∞
l
 
か
」
に
つ
い
て
，
高
宇
治
文
で
{
誌
く
。
部
命
文
。
生
活
t
J
:
教
科
書
が
i1
:Ë
不し
てし
、る
(~
弘治
的な
)材
中1
を
j充
ち
|
当
分
の
材中
1;
;'
i了
。る
。
。
><1 
rjl:
::i~
 
(
経
験
)
X
 
議
論
文
×
 
》土
X
 
y、
vノ、
之十一ふ
立
1協
を
決
め
絡
論
文
e
を;
長く
。
9
 
縮
論
文
。
生
活
，
紅
:
1
0
0か
ら
J
や
1
0
0を
論
じ
る
J
を
タ
イ
ト
ノ
レ
と
し
亡
(0
タ
イ
ト
/
レ
を
与
え
る
。
。
x
 教
示
だ
け
〉く
淡
町
t文
X
 
X
 
h
 、
〉
く
×
コ 4二〉
。
の
快
俗
/i
l.
在示
され
てい
る
8~
1仰
テ
キ
ス
ト
ω
訂戸
別、
ら?
一
つ
を
j玄
〆ぬ
簡
単
な
締
命
文
を
お
く
。
10 
そ
の
他
。
説
設
関
係
務
必
死
T，;
It1
:J
刻表
j
を書
くと
きの
，C
_-
(7
)'
1"
の矛
j百
に
つ
い
て
?
書
く
教
示
だ
け
を
促
王
了
戸
j
る。
。
×
 
言
及
な
し
×
 
言
及
な
し
×
 
×
 
×
 
><1
 
)< 
般
的
自
分
の
考
え
を
漆
く
。
t&i
命
文
。
読む
'f
Y.
:l係
教
科
i岱泊
'-!
'il
':
ijt
し
て
し
も
し
、
く
つ
IJ
xJ
)文
(
古
典
の
テ
キ
ス
ト
の
お
く
教
示
だ
け
を
Hi}
，示
J
る。
。
〉
く
ヰ
(
資
料
)
〉く
議
論
文
X
 
〉〆、
、
><1
 
>< 
句
)
を
支
持
で
き
る
1J
C
(
'
i
"
'
陀
探
し
そ
れ
を
う
刊
行
し
Jぬ
論
文
を
お
く
。
認ヨ(
)lI
!i
II 
縮
命
文
×
 
生
活
t.l:
今
ま
で
の
人
生
の
qコ
で
，
生
じ
た
主
jl~J
;やま
雪ぇ
QiJt
î_:
なし
)，
お
テー
マ
{
削
除
抗
日
と
す
る
。
ム
×
ヰ
tiiぷ
H
×
 
滋
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5.今後の課題
以上をまとめると 日本の論理的文章教材は 一つの完全なる文章を完成することを I~I 指し，
ある事柄や社会問題について，
れに対し， liコ|主!の教材では，
に自分の主張を，根拠を上げて書いてもらうものが多い。そ
だけではなく，文，段落，そして話し言葉も考慮する必要があ
るスピーチ原稿など 様々な形態の練習があり E1常生活や読書から話題が取り上げられること
が多し、両者の差異は何を意味し，どう活かしていけるかに関しては，今後の課題として検討し
ていきたし」
7王
( 1) ;:I=j語に関して，教科書によって「教材jや「学習材Jと呼ばれる場合があるが，本研究で
は統一して「教材」という話を用いる。
( 2) 1:1]患における，日本の国語科に相当する科目である。本資料では， I両国の国語科Jについ
て言及するH寺， ，-匡|詩科」という言葉は日本の「国語科Jと仁ド留の「語文字1-J jlUJ方を指す。
( 3 ) 仁1]思の課程標準は日本の学習指導要領に相当するものである。 2001年に課程標準が公表さ
れてから， 10年間に一度改訂されている。
(4) 2001年版諜程標準によって新しく開設された 語文科における開く・話す・読む-書く技
能が総合的に運用できる言語実践活動の領域である。
( 5 ) 中国において，学校で「児童・生徒が作文を書くJ に対して，より一般性を持ち， Iヨ
常，社会生活の中で「人が文章(詩も含め)を書く」行為は「写作J(writing) と呼ばれて
いる。学校教育において， I写作jと「作文Jは両者とも使われているが，カリキュラム
仁|二1学段階で日本の「書くことjに相当する領域として設けられているのが「写作Jである。
したがって，作文の教材名として， I写作」が使われることが多い。本稿は「写作jと「作
文jを厳密に区分しないことにし，引用以外は「写作Jを使わない。
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